
　

１
９
１
８
年
（
大

　

１
９
１
８
年
（
大

正
７
）
７
月
１
日
、

正
７
）
７
月
１
日
、

鈴
木
三
重
吉
に
よ
っ

鈴
木
三
重
吉
に
よ
っ

て
児
童
雑
誌
『
赤
い

て
児
童
雑
誌
『
赤
い

鳥
』
が
創
刊
さ
れ
、

鳥
』
が
創
刊
さ
れ
、

「
童
謡
」が
生
ま
れ
て
か
ら
今

「
童
謡
」が
生
ま
れ
て
か
ら
今

日
で
１
０
０
年
経
ち
ま
し

日
で
１
０
０
年
経
ち
ま
し

た
。
北
原
白
秋
・
西
條
八
十

た
。
北
原
白
秋
・
西
條
八
十

・
野
口
雨
情
は
童
謡
三
大
詩

・
野
口
雨
情
は
童
謡
三
大
詩

人
と
称
さ
れ
、
現
在
で
も
童

人
と
称
さ
れ
、
現
在
で
も
童

謡
は
幅
広
く
受
け
継
が
れ
て

謡
は
幅
広
く
受
け
継
が
れ
て

い
ま
す
▼
受
け
継
ぐ
と
い
え

い
ま
す
▼
受
け
継
ぐ
と
い
え

ば
、
昔
は
コ
ピ
ー
機
が
な
か

ば
、
昔
は
コ
ピ
ー
機
が
な
か

っ
た
た
め
、「
写
本
」と
い
う

っ
た
た
め
、「
写
本
」と
い
う

形
式
で
普
及
を
し
て
い
ま

形
式
で
普
及
を
し
て
い
ま

し
た
▼
鎌
倉
は
『
河
内
本

し
た
▼
鎌
倉
は
『
河
内
本

源
氏
物
語
』『
西
本
願
寺
版

源
氏
物
語
』『
西
本
願
寺
版

万
葉
集
』
と
い
う
二
大
古
典

万
葉
集
』
と
い
う
二
大
古
典

の
貴
重
な
写
本
が
生
ま
れ
た

の
貴
重
な
写
本
が
生
ま
れ
た

地
で
も
あ
り
ま
す
▼
紫
式
部

地
で
も
あ
り
ま
す
▼
紫
式
部

の
『
源
氏
物
語
』
の
手
書
き

の
『
源
氏
物
語
』
の
手
書
き

原
稿
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
が

原
稿
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
が

「
写
本
」と
し
て
受
け
継
が
れ

「
写
本
」と
し
て
受
け
継
が
れ

て
い
ま
す
▼
武
家
の
古
都
・

て
い
ま
す
▼
武
家
の
古
都
・

鎌
倉
と
は
、
同
時
に
写
本
の

鎌
倉
と
は
、
同
時
に
写
本
の

存
在
か
ら
紐
解
く
と
雅
な
文

存
在
か
ら
紐
解
く
と
雅
な
文

化
も
存
在
し
て
い
た
こ
と
が

化
も
存
在
し
て
い
た
こ
と
が

み
え
て
く
る
の
で
す
。

み
え
て
く
る
の
で
す
。 （
Ｎ
）

（
Ｎ
）

　

▼
鎌
倉
の
海
水
浴
場
開
設

▼
鎌
倉
の
海
水
浴
場
開
設

　

１
日
〜
８
月

　

１
日
〜
８
月
3131
日
。
日
。

　

▼
天
王
祭

▼
天
王
祭　

１
〜
８
日
。

　

１
〜
８
日
。

小
動
神
社
・
江
の
島
八
坂
神

小
動
神
社
・
江
の
島
八
坂
神

社
の
合
同
祭
礼
。

社
の
合
同
祭
礼
。 

　

▼
鶴
岡
八
幡
宮
の
七
夕
祭

▼
鶴
岡
八
幡
宮
の
七
夕
祭

　

７
日

　

７
日
1717
時
、
祭
典
。

時
、
祭
典
。

　

▼
大
町

▼
大
町
･
八
雲
神
社
例
祭

八
雲
神
社
例
祭

７
〜
９
日

７
〜
９
日（
７
面
に
ご
案
内
）

（
７
面
に
ご
案
内
）

　

▼
三
門
梶
原
施
餓
鬼
会

▼
三
門
梶
原
施
餓
鬼
会　

1515
日
８
時
、
建
長
寺
。

日
８
時
、
建
長
寺
。

　

▼
亀
岡
八
幡
宮
例
祭

▼
亀
岡
八
幡
宮
例
祭　

1515

日
宵
宮
。

日
宵
宮
。
1616
日
本
祭
。

日
本
祭
。

　

▼
荏
柄
天
神
社
例
祭

▼
荏
柄
天
神
社
例
祭
1515
日

神
幸
、

神
幸
、2424
日
宵
宮
、

日
宵
宮
、2525
日
例
祭

日
例
祭

　

▼
山
ノ
内

▼
山
ノ
内
･
八
雲
神
社
例

八
雲
神
社
例

祭　

1515
〜
2222
日
。
日
。

　

▼
石
上
さ
ま
例
祭

▼
石
上
さ
ま
例
祭
1616
日
。
日
。

　

▼
三
浦
義
明
墓
前
祭

▼
三
浦
義
明
墓
前
祭　

2222

日
1414
時
、材
木
座
の
来
迎
寺
。

時
、材
木
座
の
来
迎
寺
。

　

▼
献
灯
会

▼
献
灯
会　

2222
日
1717
時

半
、
光
明
寺
。

半
、
光
明
寺
。
2121
・
2222
日
観
日
観

蓮
会
。

蓮
会
。（
７
面
に
ご
案
内
）

（
７
面
に
ご
案
内
）

　

▼
施
餓
鬼
会

▼
施
餓
鬼
会　

2424
日
1414
時

半
、
宝
戒
寺
。

半
、
宝
戒
寺
。

　

▼
鎌
倉
花
火
大
会

▼
鎌
倉
花
火
大
会
2424
日
1919

時
2020
分
。
分
。（
７
面
に
ご
案
内
）

（
７
面
に
ご
案
内
）

　

梅
雨
の
晴
れ
間
を
つ
い
て

　

梅
雨
の
晴
れ
間
を
つ
い
て

清
風
吹
き
渡
る

清
風
吹
き
渡
る
泉

い
ず
み
が
や
つ

い
ず
み
が
や
つ
谷
の
静
寂

の
静
寂

な
地
、
浄
光
明
寺
さ
ま
を
訪

な
地
、
浄
光
明
寺
さ
ま
を
訪

ね
た
。

ね
た
。

　

浄
光
明
寺
は
真
言
宗
泉
涌

　

浄
光
明
寺
は
真
言
宗
泉
涌

寺
派
で
１
２
５
１
年
（
建
長

寺
派
で
１
２
５
１
年
（
建
長

３
）
六
代
執
権
北
条
長
時
が

３
）
六
代
執
権
北
条
長
時
が

真
聖
国
師
（
真
阿
）
を
開
山

真
聖
国
師
（
真
阿
）
を
開
山

と
迎
え
創
建
さ
れ
た
諸
宗
兼

と
迎
え
創
建
さ
れ
た
諸
宗
兼

学
の
律
寺
。
山
門
か
ら
本

学
の
律
寺
。
山
門
か
ら
本

堂
裏
山
に
向
け
て
雛
壇
状

堂
裏
山
に
向
け
て
雛
壇
状

に
伽
藍
が
配
置
さ
れ
た
古

に
伽
藍
が
配
置
さ
れ
た
古

刹
で
す
。
ご
住
職
は
歴
史

刹
で
す
。
ご
住
職
は
歴
史

学
者
の
大
三
輪
龍
哉
師
で

学
者
の
大
三
輪
龍
哉
師
で

と
て
も
親
切
に
ご
案
内
下

と
て
も
親
切
に
ご
案
内
下

さ
い
ま
し
た
。

さ
い
ま
し
た
。

　

平
ら
な
境
内
か
ら
徐
々

　

平
ら
な
境
内
か
ら
徐
々

に
細
い
山
階
段
を
急
登
し

に
細
い
山
階
段
を
急
登
し

ま
す
と
正
面
の
崖
に
や
ぐ
ら

ま
す
と
正
面
の
崖
に
や
ぐ
ら

が
あ
り
、
そ
の
中
心
に
今
回

が
あ
り
、
そ
の
中
心
に
今
回

の
み
ほ
と
け
「
網
引
地
蔵
」

の
み
ほ
と
け
「
網
引
地
蔵
」

が
鎮
座
さ
れ
て
い
ま
す
。

が
鎮
座
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

像
は
鎌
倉
時
代
、
正
和
二

　

像
は
鎌
倉
時
代
、
正
和
二

年（
１
３
１
３
年
）と
銘
が
あ

年（
１
３
１
３
年
）と
銘
が
あ

り
、
石
像
と
し
て
歴
史
的
に

り
、
石
像
と
し
て
歴
史
的
に

も
美
術
的
に
も
大
変
評
価
の

も
美
術
的
に
も
大
変
評
価
の

高
い
お
地
蔵
菩
薩
で
あ
る
と

高
い
お
地
蔵
菩
薩
で
あ
る
と

お
聞
き
し
ま
し
た
。
手
掘
り

お
聞
き
し
ま
し
た
。
手
掘
り

の
や
ぐ
ら
天
井
に
は
サ
ー
ク

の
や
ぐ
ら
天
井
に
は
サ
ー
ク

ル
状
に
彫
ら
れ
た
部
分
が
あ

ル
状
に
彫
ら
れ
た
部
分
が
あ

り
、
昔
は
地
蔵
の
頭
上
に
天

り
、
昔
は
地
蔵
の
頭
上
に
天

蓋
が
あ
っ
た
そ
う
で
人
々
の

蓋
が
あ
っ
た
そ
う
で
人
々
の

信
仰
の
高
さ
が
伺
え
ま
す
。

信
仰
の
高
さ
が
伺
え
ま
す
。

　

網
引
地
蔵
は
、
由
比
ケ
浜

　

網
引
地
蔵
は
、
由
比
ケ
浜

か
ら
漁
夫
に
よ
っ
て
引
き
上

か
ら
漁
夫
に
よ
っ
て
引
き
上

げ
ら
れ
た
と
い
う
伝
説
や
、

げ
ら
れ
た
と
い
う
伝
説
や
、

地
蔵
の
後
方
に
泉
が
沸
い
て

地
蔵
の
後
方
に
泉
が
沸
い
て

い
た
よ
う
な
窪
み
が
あ
り
、

い
た
よ
う
な
窪
み
が
あ
り
、

そ
の
穴
の
水
は
潮
の
干
満
に

そ
の
穴
の
水
は
潮
の
干
満
に

つ
れ
て
増
減
す
る（

つ
れ
て
増
減
す
る（
満み

ち
び
き

み
ち
び
き干

地

蔵
）、
お
地
蔵
さ
ん
が
汗
を

蔵
）、
お
地
蔵
さ
ん
が
汗
を

か
く
よ
う
に
濡
れ
て
い
る
と

か
く
よ
う
に
濡
れ
て
い
る
と

雨
が
降
る
と
か
、
漁
業
と
の

雨
が
降
る
と
か
、
漁
業
と
の

関
わ
り
を
感
じ
さ
せ
る
伝
説

関
わ
り
を
感
じ
さ
せ
る
伝
説

が
残
っ
て
い
ま
す
。
ご
住
職

が
残
っ
て
い
ま
す
。
ご
住
職

の
話
で
は
、
子
を
亡
く
し
た

の
話
で
は
、
子
を
亡
く
し
た

親
が
毎
日
毎
日
お
参
り
を
し

親
が
毎
日
毎
日
お
参
り
を
し

て
い
る
と
お
地
蔵
さ
ま
の
前

て
い
る
と
お
地
蔵
さ
ま
の
前

に
子
ど
も
の
足
跡
が
見
え
、

に
子
ど
も
の
足
跡
が
見
え
、

七
日
間
参
る
と
別
れ
た
子
ど

七
日
間
参
る
と
別
れ
た
子
ど

も
に
会
え
る
と
い
う
俗
信
も

も
に
会
え
る
と
い
う
俗
信
も

あ
る
そ
う
で
す
。

あ
る
そ
う
で
す
。

　

心
や
さ
し
い
網
引
地
蔵
に

　

心
や
さ
し
い
網
引
地
蔵
に

人
々
は
祈
り
を
こ
め
参
っ
た

人
々
は
祈
り
を
こ
め
参
っ
た

の
で
し
ょ
う
。
帰
路
、
地
蔵

の
で
し
ょ
う
。
帰
路
、
地
蔵

院
跡
か
ら
は
遠
く
に
海
が
見

院
跡
か
ら
は
遠
く
に
海
が
見

え
、
心
が
さ
わ
や
か
に
癒
さ

え
、
心
が
さ
わ
や
か
に
癒
さ

れ
ま
し
た
。

れ
ま
し
た
。

　

像
高

　

像
高
8585
・
５
㎝
、台
座
高

・
５
㎝
、台
座
高
3131

・
５
㎝
、安
山
岩
製
、鎌
倉
時

・
５
㎝
、安
山
岩
製
、鎌
倉
時

代
。拝
観
は
木

代
。拝
観
は
木
･
土
･
日
･

祭
日（
雨
天
中
止
）。８
月
中

祭
日（
雨
天
中
止
）。８
月
中

と
年
末
年
始
は
拝
観
中
止
。

と
年
末
年
始
は
拝
観
中
止
。

　

鎌
倉
市
立
深
沢
小
学
校
区

　

鎌
倉
市
立
深
沢
小
学
校
区

で
６
月

で
６
月
1111
日
か
ら
鎌
倉
市
で

日
か
ら
鎌
倉
市
で

初
め
て
、
学
童
保
育
と
ア
フ

初
め
て
、
学
童
保
育
と
ア
フ

タ
ー
ス
ク
ー
ル（
放
課
後
子

タ
ー
ス
ク
ー
ル（
放
課
後
子

ど
も
教
室
）を
一
体
的
に
運

ど
も
教
室
）を
一
体
的
に
運

営
す
る「
放
課
後

営
す
る「
放
課
後

か
ま
く
ら
っ
子
」

か
ま
く
ら
っ
子
」

（
放
課
後
子
ど
も

（
放
課
後
子
ど
も

総
合
プ
ラ
ン
）が

総
合
プ
ラ
ン
）が

開
始
さ
れ
た
。

開
始
さ
れ
た
。

　

全
て
の
児
童
に

　

全
て
の
児
童
に

放
課
後
な
ど
の
時

放
課
後
な
ど
の
時

間
を
安
心
・
安
全

間
を
安
心
・
安
全

に
す
ご
す
居
場
所

に
す
ご
す
居
場
所

を
つ
く
り
、多
様

を
つ
く
り
、多
様

な
体
験
・
活
動
を

な
体
験
・
活
動
を

行
っ
て
い
こ
う
と

行
っ
て
い
こ
う
と

い
う
も
の
。

い
う
も
の
。
1212
月
に
関
谷

月
に
関
谷

小
、
来
年
度
は
第
一
小
な
ど

小
、
来
年
度
は
第
一
小
な
ど

７
カ
所
で
開
始
し
、
２
０
２

７
カ
所
で
開
始
し
、
２
０
２

０
年
度
ま
で
に
全
小
学
校
区

０
年
度
ま
で
に
全
小
学
校
区

で
実
施
す
る
予
定
。

で
実
施
す
る
予
定
。

　

深
沢
小
学
校
内
に
新
設
さ

　

深
沢
小
学
校
内
に
新
設
さ

れ
た
施
設
は
２
階
建
て
で
、

れ
た
施
設
は
２
階
建
て
で
、

１
階
を
遊
び
場
、
２
階
を
子

１
階
を
遊
び
場
、
２
階
を
子

ど
も
の
家
（
学
童
保
育
）
に

ど
も
の
家
（
学
童
保
育
）
に

利
用
し
て
い
る
。

利
用
し
て
い
る
。

　

遊
び
場
に
は
図
書
室
や
プ

　

遊
び
場
に
は
図
書
室
や
プ

レ
イ
ル
ー
ム
が
あ
り
、
ボ
ラ

レ
イ
ル
ー
ム
が
あ
り
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
協
力
で
週
１
回

ン
テ
ィ
ア
の
協
力
で
週
１
回

自
然
観
察
や
工
作
、
運
動
会

自
然
観
察
や
工
作
、
運
動
会

な
ど
多
様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

な
ど
多
様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

参
加
で
き
る（
４
面
の「
い
ざ

参
加
で
き
る（
４
面
の「
い
ざ

鎌
倉
て
ら
こ
や
」に
記
事
）。

鎌
倉
て
ら
こ
や
」に
記
事
）。

利
用
対
象
は
同
学
区
に
居
住

利
用
対
象
は
同
学
区
に
居
住

し
て
い
る
児
童
と
、
学
区
の

し
て
い
る
児
童
と
、
学
区
の

子
ど
も
の
家
入
所
児
童
。
土

子
ど
も
の
家
入
所
児
童
。
土

日
を
除
き
授
業
終
了
時
〜
午

日
を
除
き
授
業
終
了
時
〜
午

後
５
時
ま
で
利
用
可
。

後
５
時
ま
で
利
用
可
。

　

２
階
は
学
童
保
育
（
ふ
か

　

２
階
は
学
童
保
育
（
ふ
か

さ
わ
子
ど
も
の
家
）
の
場

さ
わ
子
ど
も
の
家
）
の
場

で
、宿
題
や
自
習
、読
書
が
で

で
、宿
題
や
自
習
、読
書
が
で

き
る
子
ど
も
室
を
設
置
。
平

き
る
子
ど
も
室
を
設
置
。
平

日
は
授
業
終
了
時
〜
６
時
、

日
は
授
業
終
了
時
〜
６
時
、

土
曜
は
午
前
８
時
半
〜
午
後

土
曜
は
午
前
８
時
半
〜
午
後

５
時
半
ま
で
利
用
可
。

５
時
半
ま
で
利
用
可
。

　

現
在
、
ふ
か
さ
わ
子
ど
も

　

現
在
、
ふ
か
さ
わ
子
ど
も
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を
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す
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深沢小学校西門脇に新設された深沢小学校西門脇に新設された
「放課後かまくらっ子」の施設「放課後かまくらっ子」の施設

題
字
は
建
長
寺
派
管
長　

吉
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正
道
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長
寺
派
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長　

吉
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正
道
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・
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み
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像
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像
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寛
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業
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学
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区
で
市
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の
事
業
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